
下関における中小漁業金融事情
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下関における中小漁業金融事情
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下関における中小漁業金融事情

　なよ相融金親て　手つ機千資在　明のをり融とこ
次資う当資融戚そこおい関万金は信らよもわ資比れ
に金に盛はに或のこよてな円一自漁かうつけは肩等’

調’ん’求い調にびはら’億己連にで漁山各す組
被達中にそめは達注参’び合四資は。しあ業口銀る合
融に小行のさ個源意照公に計千金か得る金銀行の系
薯雰勤藷茎金需耀報癒藷ぞ縫製雷蠣
は機のれはい融述きを慨資七万つ農っ行比よ口山金
各能金て不る業のこ得か者千円て林た側較る支口融
漁し融い明こ者融とらるの二＿い中）の的融店銀機
齢庭嘱毒繕嫉膿讐募野釜゜翻蒙鷺麗
同なとこるあ主以中か両金円件昭庫　 に慣’多つらの
組いられがる相外小つ当額を数和に　よれいての融
　　　　、　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

合これは　　互に漁た事・融＿三そ
・ とて’周殊乃’業
遠をいは知に至漁の
洋示るしの’頼獲資
漁す政が高、市母物金
業も府き利中子の難
協ののにに金講荷は
同で諸おも融等受水
組あ施いか業の機産
合る策てか者所関業

・ 　°が述わか謂や者
西　円べらら庶知を
日　滑たずの民人し

゜

者使資〇十の
の途し四一資
事・て件年金
情件い×二を
の数る　月仰
た・　°短末い
め融そ期現で’

資の資在い
資態他金でた
料様の二’が
の等金億長’
入に融三期現

つて　も融資
ていこ勿資＿
　るれ論で之
融とは行あを
資い前なる通
のう述わ゜常
額こしれ普系
おとたて通統「
よによい銀融’
び因うる行資
件るながかと
数も特’ら呼
はの色とのぶ
　　　　　）

る合信よ　てす林れ組わ要を百七受等にで例等漁本
べで用り次そる漁て合たを要万十けこよあえで業旋
きは供行にのの業いのら充す円屯てれつるばあ協網
一 そ与な’融で金る組ざたる’位いをて普’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る同漁
般のをわ借資あ融た合るすの鋼のる詳そ通組゜組業
的五行れ入取る公め員をこで船遠こら．の銀合し合協
な○なて債扱が庫’の得と’の洋とか態行員か’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
保乃いい務を’は個場なは単場底はに様とでし漁組
証至得るの行農八別合い難一一一・合曳明ははかあて業合
機六る゜保な林十的’とかのは網らな区貸る’生・
関○もた証つ中屯に信推し金そ漁かし々金業そ産山
と％のだはて央以系漁定く融の船で得で業者の組口
しがはし個い金上緋連で’機一であなあ者が資合県
て行全’人る庫の融のき従関・　’るいるか系金或「　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　Oはな国漁ま
信い的業た
用得に協は
保る少同法
証にな組人
協すく合或
会ぎ’でい
がな県保は
あい下証そ
る゜漁’の
がこ業す役’

れ協な員
中に同わ等
小代組ちに
　　　、

お大資融届つか五木　が　ら統調いさ
よ型を資のてら倍船殊’その融達はば
び船う対で’の’めに概の融資の漁L・
普建け象あそ融旋場’言件資のル業巾
通造てがるの資網合造す数を他1を着
銀資は漁゜資の本二船れ・求にト営網　「
行金い業た金み船千資ば金め個’はむ漁
がにな協だ調でで万金多額る’人単会業
窓つい同し達は一円に角・等と一社協
口い゜組’源到千乃あ的使’しでお同
機てな合漁が底八至　っに途被てはよ組

しを農ら同に需円五’を様者先て人の
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下関における中小漁業金融事情

証る信保債所員屯を漁　県会さ漁営うた置融の
貸訳用険務・た数営連出漁とれ業にけこと資た
付で基をを県るがむと資業略た融必るとしをめ
のあ金行保信中一個略し信称゜資要こはて円の
のる協な証漁小千人称た用すご保なと既の滑融
条゜会うす連漁屯’す漁基るれ証資を述漁に資
　　の制る・業以常る業金）に法金困し業受保件

　融こ証り農会つ通組こ和会険昭力い成を代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ漁
信資のに入林員使年合の二（特和をた果救的二を業
用は保つれ中と用九連信十以別二強めを済金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行の
基よ険いる央し漁十合用八下会十化通収す融漁な信
金り型て場金’船日会基年信計七し常める機業つ用
協円度は合庫この以（金七用法年・’の，得た関金て補
会滑に政’山れ合上以協月基がに漁融なめか融い強
のによ府そ口等計漁下会’山金公中業資かのら促るの
保なりがの支会総業県は口協布小経をっ措の進゜専

大
要
は

次
の
ホ

つ

に
な

つ

て
い

保度゜山者下傭）協協が基おの難た手け証
証が信口がで従な同会設つよ融と゜形ら
業定用銀’あ業ら組が立きび通すか制れ
務め基行山る員び合創さ各中をるく度ず（1）
はら金か口漁がに’立れ県小円中てが経
信れ協ら県業三漁山さ’漁漁滑小’実営中
用て会漁にを百業口れ山業業に漁担際困小
度いの業あ営人生県た口信融す業保に難漁
杢る行資つむ以産漁の県用資る者力はで業
局のな金て法下組業でで基保たのの満あ者
までうをは人で合協あは金証め信乏足るが
り’保借’を且’同る昭協保’用しなの近

間
機
関
と

し

て
山
口

県
漁
業
信
用
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金
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下関における中小漁業金融事情
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下関における中小漁業金融事情

　見年て債た業い機率て証二の度　昭況る四　一四
しる度い務も手る関がは最表そは設和を゜倍県表千
かこ別る者の形らか’改高．のれ’備三見県と基の二
しと保ののののしら五正額よそ協資十る基定金如百
乍が証で責’場くの倍のはうれ会金二と金め協く三
らで状’任水合’要で要運に四のお年次協ら会で十’

き況金を揚と被望な望転設割保よ三の会れのあ五
保るに融個高異保もくも資備お証び月通のて保る万　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o証
料
は

被
保
証
人
に
と

り

大
き

な

負
担
と

な

つ

て
い

徴の別とな証あ　出金資よ債事三り保い証　円

議塞賜醐竺読蔑釜賭』叢誘壬5
業しの

　　　　　　　　　　　　　　　確物亘貧
　　　　　　　　　　　　　　　奪離干留

金た使
融と途まがい面な要い高この保
は云もた積訳でつあるいと最証
漸え設連立でこてりのには高金
次る備帯金はのいとでも許限額
促で資債かな程る思あかさ度の
進あ金務らい度がわるかれに合
さうまと出゜に’れ゜わな相計
れうでは資し抑こるこらい当額
て゜拡し金か制れ゜れずたすの
いま張なにしさは保にそめる最
るたさい変’れ金証対の’金高
と’れでつ漁て融倍し保第額限

表別限資　す
参保度総　れ
照証と額　ば゜

状なの　第

り保保連とが瞭に別　のえた前ののて担さで厘合でて
得証証おと得とつ・三こなもまの協のはえあ六’あ’
る残貸よすらなき返　といのでよ会政一銀る毛日る保
と高付びるれる検済融で゜ではうの府層行゜と歩゜証
考のを山゜なの討期資あなあ日で資の甚等しなはす貸
えみ行口既かでを間金るおる歩あ金不しかかり保な付
るでな銀述つあ加別の゜’が六るが手いらも’証わの゜

はつ行のたるえ・態　所’厘゜思際゜借’通料ち利
たあてがよたがる用様・轄前でもうとこり会常五’用
だるい中うめ’こ途
しがる心に’金と別
” ので’以融にな融
，こ一であ下下機よら資
れ応’　　　り関不，関りびを
も融こ　’に二十側’にう

’

資のまお分の漁こけ
表状協たけな事業れた
中況会’る資情金等業
のをの両漁料に融各者
各推保者業乍よの分の
分定証と金らり状類業
類すにも融考’況相種
相る関県は察資は互別
互資す基山を料具間・
間料る金口進参体の融
のと資協県あ照的関資
関も料会信るのに係金
係なはの漁こ便明等額

官述あつよ県の入員の厘金の
庁のつとう基よれの市六利隙
によたもに金うて申中毛の路
おうも’集協な賄に借’安と
いにの保ま会矛つは入借いな
て’が証ら設盾た資金入信つ
更依’料ず立は者金利金漁て
に然現は’の’も難二利連い
料問行昭結遅漁少の銭二かる
率題保和局か業なた六銭らこ
引は証三はつ証かめ厘四保と
き解料十金た券ら県よ厘証は
下決に二利こ買ず基り’貸看
げさ引年高といあ金も合付過
をれき四とに上り協高計をで
検た下月なよげ’会く約うき
討とげ一っりにそ出な二けな
中はら日た’際の資る銭るい
と云れ以もこし負金の九場．点
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下関における中小漁業金融事情

な両
い資
と金
いの
う正
理確
由な
か金
ら額
許を
り算
で出
はす
なる

こ　著てあこ後基一況なよ冷換・がは金購と　五を
ととし占ると’金対にっび蔵装改’漁に入設（1）表知
はこいめ訳と設協二関て、設施’装こ一業充・備　参る

’

ろ変らでな備会位すい備設方おれ用当漁資融照資
今で動れある資ののるる資’向よは資さ船金資゜料
手’はてる゜金保比用゜金化探び1事材れのに金昭が
許こ生いがもは証率途しの繊知大業のる小大の和得
にごじる　’つ約承で別か返網器修資共も修別使三ら
正になが前と一諾一貸なし済綱・理金同の理で途十れ
確運い故述も億額付らて期の魚’と購でやき　二な
な転でにの’一からびそ限購群焼称入あ従る　年い
資・あ’よ保千られにのは入探玉さ・る業゜融三た
料設ろ後う証万推て期金そ等知工れ水゜員運資月め
が備う者に貸円定い間額れに器ンる産漁「の転金三’　　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

の漁付前する別はぞ充等・ジ　物業給資は十正
貸業以後るもの不れ当のン設の協料金そ一確L
付金外がとの表明一さ機か備集同そはの日を
分融に一一運とので年れ関ら資荷組の燃使現期
をのも年転思数あ以る無デ金販合他料途在し
加大幾間資わ字る内も線イは売や漁そに’て難
え部多に金れかがおの施ゼ漁等県業のよ
て分貸貸はるら’よで・設ル船に漁経他つ
もが付付約゜概前ぴあ’エのも連営漁て
前前のら六従算掲五る漁ン建充等上業’
記者ルれ千つすの年゜船ジ造当の必用運
金に！て万てる保以運のン・さ組要資転
額よトい円’に証内転冷へ購れ合な材資
につはる前県略状とお凍の入るで資の金

い

憾
み
が
あ
る

第

設つ　あ且貸面つとを漁指も入に資る限資ので借く
備い（2）るつ出にてか高業導つ金よ金゜を金把あ入’
　　　ま強以おもも利者はとのつ計こ解に握る資た．資て
金述借い力後け漁知借に行も返て画れ除制は゜金と
へべ入かににる業れ入とな’済’書がさ限困すのえ
のた期゜行お資経な金つつ銀に短そ直れし難な実そ
転金間
用額
はお

’

よ借
前び入
者比期
が率間
短がに
期こつ
でれい
あにて
る当は
丈て設
には備
そまお
のるよ
返゜び
済運運
が転転
梢資資
も金金
すfiのに

なけ金営いのてて行当期の接たたでわ際れ
いる難にQ穴はいやて＿他的保漁あちのが
得監のプた埋背る県る運の対証業る’使あ
る督一ラだめにの信ル転書策貸手が資途っ
よ権般ス’に腹で連1）類と付形’金がた
うの的とかすはあ等ズ資のしの融相の借と
漁強解なくるかるにな金綿て場資当転入し
業化消るて事え゜お転を密は合の多用申て
金をもこは例らしい用長な’に場いが込も
融図さと析のれかてを期審提も合と実の’
のるるが角生ずしも相（査出依に云際際余
一 とこなのず”貸当設がさ然もわ行のり
本ととい漁ゐ低資出程備先れ行あれわそ必
化も乍゜業の利金審度）つてなつてれれ要
をにら政融はで繰査防資考いわたいてとで
検”治資止借りそぐ金えるれ転るお異は
討監こ乃はむりののこ或ら事て用゜りつな
す督の至いを入苦他といれ業いが使’てい

、べを制経つ得れしのがはる計る’途そい゜
き画度済まなたい機で他゜画のぞをのる蓋
で一自政でいも中会きのこ書での運実かし
は的体策経この小にる借れ’あ制転態ら’、　v－　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
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下関における中小漁業金融事情

るに大トて等各もて下　借担にて改関い設つと資れ゜

よ資ロ速の様多いが（3）入当つ’正’て備てい金ば
比り本1断中のいる約　期しい七さ殊は資いう調難
較賄経ルはで方と＿半そ間或て年れに短金る悪達か
的つ営網で占法云第数ののいは間て銀期はと循のし
経てや漁きめでえ五’他緩はそ借い行間五も環途く
営い各業なる資る表三　和補の入ながに年考ををな
規る業やい割金の参百　が助建のい期すがえ生求り
模の種機゜合調で照万融認金造設゜間ぎ借らぜめ易
のでの船業の達あ％円資めを奨備被のる入れしさい
　　　　　　　　　を金ら交励資融長と期るめせこ小表好底種不がる
さの況曳別明行゜従基額れ付の金資期の間゜”と
い数業網のでなしつ準はてす目が者に批の保益そは
沿字者漁融あわ『かてに保いる的要側亘判最証々の推
岸とは業資るれし　す証る等か望かるも高貸漁多測
諸相自等状今て’資れ貸に積らさらをあ限付業くさ
漁当己の況’い既金ば付す極’れは好る度に経がれ
業の資遠は実る述需全のぎ的県て一まがとお営まる
にず金洋第際のの要体件な政がい般な’さいをた゜
つれ乃底六のでよはの数い策自るにい他れて逼そそ
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　 o　．　　　　　　　　　o

いが至曳表資　う三約で
てあ市網の金保に百七見
はる中漁通需証保万割る’

と銀業り要貸証円五と
そ考行者で額付貸未分百．
のえ融のあにが付満を万
業ら資中るつこ以が占円
況れ等のがいれ外最め以

あら　据と方ては迫のの
る貸現置い貸い運さ返こ
場付在二う付る転せ済と
合金’年事け゜資るにが
にの小間情るこ金結借結
限回型’か金れは果金局
り収漁従ら融に一とす他’

を船っか機つ年なるに

法にてのも金調の設と右に中同間ととの貸　と・
な”不つの達み備なの保小様出七個十付業考資
ら商こ備となの（のる要証漁で資％人九額者え産

営と者た業保実で所考較実救こるの件しに注のみ
鰭鞭離壽藷法難蓼欝善難芒早で藻

え貸営が場用に枠八よ人還る融者あと五こ漁と資
る付の低合で限内十うがのの資よる二％と業思金

゜

要改い’きらで％に最確で保り゜　　　　　　　　　　　　　　　　十でで協わ調、
　件善こ経なれあ・保高実あ証もこ一ああ同れ達
　をがと営いてる六証のをる法高れ％つる組るの

緩必ものとい）十貸利期がが率は　’て゜合
和要含体いるで％付用す’担で県金’すを
すでめ制うた’　　　　　　　がは度る後保あ基額漁な除るあなやこめし保運をた述力る金は業わく
よるL）事と’か証転示めすの点協三協ち）
　　　　　　　　　　’る乏で会十同’のうと　務に結もさおす
な同従能な局残れよこ勢よしもの八組件保
立時つ力る資額るびというい略民％合数証
　　　　O

゜占
め
る

割
合
が
多

い
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下関における中小漁業金融事悟

れ事関　 ・ て要
る項が融収行件
とに融資益く
きつ資決性貸

　’き申定。付金
初調込に公業融
め査を至共務機
てがうる性の関
融行けまの全が
資なたで要過融
がわ場の件程資
決れ合間には申
定”に基’込
す右そおつ常を
るののいいにう

　゜要諾ててそけ
、安件否そ慎のて
全ををれ重基か
確充決はに本ら
実足定顕な政そ
性しす著さ策の

　’てるでれた実

いたあてる行　除りし主は手業当々お協機融
るめるい安・一外”な叙続務す相よ会関資漁
とに゜る全回　すま所る述にをる互びとか’業
認諸金゜確収融るた謂専のお取もに山のら普資
め種融就実を資゜’庶門便い扱の異口契の通金
らの機中性経の　 こ民的宜てつでな銀約融銀の

　　　　　　　　　　　　　第

れ金金上はてある行金資行調
に融融主相いろ目で’融やか達　漁

をもい行しる業をは林金の央の
得のてのて゜金有既中融他金　要
てともそい従融し述央等各庫・件
調そ触れるつとそし金に種おお

たにご考Q融に箇等所れ機連続
いすと察因資おのの・て関か
のるとをつのい金融山おおら
でもす進て要て融資口りよの’

のるめ’件は分機県’び所’
こで゜乍本お同野関信県専謂
れもたら稿よ種をは漁基問系
をあだ’でびの担各連金的統

正可いかる金わ各と概の者漁　りける心融’そ付被す
確成とら゜融れ項し況新の船信なる゜は資の期融な
に重L？そ中機る目てが旧経の用いと以被前価間資わ
調視っの小関ののぞ調お営屯状の異上融に値お者ち
査さ事経漁側で個の査よ力数態でなの資行のよの’
でれ情営業のあ別経さび。・に簡るこ者な検び行融
きてもの経都る的営れ変従能関単ととのわ討返為資
るいあ財営合゜　　　　　　　検内る遷業力しにごは信れ等計能金
とるつ務がもこ討容と等員なて考ろ漁用るが済力のい　゜　　て的既あれやが同をのらは察は業状の行画の回
うそ’資述る等預検時重構び’をな融態でなに確収
こし過料しの諸金討に要成に被加く資とあわ関認に
とて去にたで項取さ’な・設融え’の当るれす・不
も’　　の乏よこ目引れ漁調操備資るま場該がるる信安
あそ漁しうれの状’獲査業・者にた合融’の調用が
るれ獲くな以詳況財高事技陸のと’に資融が査状な
とは成’　　　　前上細の務・項術上業ど法おの資一や態い
思魚績或近のな参諸販と等施種め律い諸後般’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・かわ市（は代立計照表売しの設おる的て条にで担当を
れ場水真的入数等分数て人等よ゜にも件も．あ保該確
覧に揚正特つその析量被的のび　問’になる・融認
お貫を色たの財の。融要物そ
い数欠を検他務他金資素的の
てとく有討に調’額者’要特
容金こすはつ査財等の当素色
易高とる省いが務を経該”
且）がこ略て行諸基営経経保
つが多とすはな表礎の営営有

題一関さ゜保資す
と般すれこ証金る
なのるるれ人のた
る融も゜等の使め
点資のぞ調有途に
もにでの査無・は
余おあ中はと貸’
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下関における中小漁業金融事情

物保に保査　れの向確傾はる殊事か小営既支もを
的と基まを場な使は認向融等用情或規の述予つ骨次
担保つた必合い途依等に資の途かい模形し想と子に
保証くは要にとに然はあの場にらはな態たおこと融
のの信保とよ思つ跡実る審合使申妥こやよようす資
目い用証すりわいを際と査を用込当と方うびのるの
的つか関る融れて絶にの過生しんで等法に資’°安
とれら係゜資るのたはこ程じ’ではのな’金当そ全
しのこを債の゜ルな行と等て或用な事ら漁計該し確
て方れ設権安’

法を定保全
不に行せ全性
動よなしのに
産るわめた関

・ かなるめし
有のいが’て
価基場’融’
証準合被資担
券はも融の保

・ 個あ資場物
預別る者合件
金的゜とも・
等でまの通保
の確た多常証
他定’年’人
にし物の物等
漁難的取的の
船い担引担調
　o

1いなでをいい途い情び業画資て実
ズのわあ通るは外こかに経と金’性
ながれるじこ同にとら経営併のその
考実難がことじ転が’営がせ使れ調
え情い’れはく用多右意自検途等査
方のの領が一既運しいの識然討とはは
をよで収是述転或゜収に条さ返償資
改う’証正の資い他支非件れ済還金
めで融等を通金は方計近にね計のの
るあ資の指りで経’画代支ば画可使
こる金書導でも営資の的配意を能途
・と゜使類しあ思目金樹なさ味含性と
だ被途とてる惑的の立もれがむに償
け融の事お゜資か使がの易な経重還
で資不実り金金ら途困がいい営大資
は者適と’融に外も難多こ゜全な源
解の正の漸機使れ同でくと然体影の
決資な照減関用た様あ且とるの響検
さ金傾合の側す特のるつ経に収を討

　し融はそる国収
好め資窺のが民益
況れを知経’経性
業ば受す営こ済に
者よける方れ的つ
はい得こ針ら意い
常のるとおは義て
にでにをよ専乃は
融あは得び門至貸
資る前な方的資付
をが述い法金金利
う’のと、に融の率
けそ諸こ属機使’
らの要うす関途第
れ程件でるは等三
る度’あご兎がの
一 は就るともそ公
方業中゜な角れ共’

者’との’ぞ性
不に安こで普れに

よ全う部通具つ　つ占況と充く図確の合てが融でが
り確で外銀体い第いめにし分なる保場役”資ああ
区実’者行的て二ててつてなつもし合員同被にるる
々性被たにに当のはいい最物ての”と業融お゜が
でを融る関検該要後るて適的いで資保の者資いこ’
あ満資筆し討業件述こはな担るあ金証間間者てれ最

も示こい中金確に関業の保がわ

お資こ信て的れるととの要　　　　　　　　　　　　　漁’ のれ用い色損役がな存視保船
そ重等援る彩失員多る在さ証の
・の要の助゜がののい場にれ嫉担
詳部利のぞ可回責゜合着て　保
細分用方れ成避任後は目な漁設
にを状法は薄をを者組しい業定
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下関における中小漁業金融事情

る　作要す険目合相ななめは関が　あ停必業なべ況
場貸成式る金的の殺るさら保係明二つ滞要者る1業
合付免欠特請物増予所れれ証をら　てせでののス者
が債除陥約求件担約は’る貸規か融いし’経でかは
多権等に’権の保になぞが付定に資るめそ営あら資
くのに基更に変・関いの’のしさのべてれ改る離金
証証関づに対形代す゜免そ場たれ実きいに善゜隔難
書拠すく手す物りるす責の合所ね行でる対・一しと
貸おる手形るに担特なに際そ謂ば手はもす融般遂経
付よ特形貸質対保約わ関債れ約な続なのる資的に営
とび約の付権すの　’ちす権ぞ定ら　いで努側には不』
の確等無或設る提共’る確れ書な　とあ力の云頼振
併保が効い定権供通履事保の’い融考りのそえ母の
用のぞにはも利も担行項の関手゜資え’欠れば子相
も手のよ手し行し保期もた係形そのるた除え’講乗

　ま段主る形く使くのに含め書乃の実
　たと要損証はおは提関め金類至た行
　利しな害書そよ債供しら融等借めに
　用て内担併のび務・期れ機に用両際
　さは容保用請目返目限る関そ証当し
　れ所を・貸求的済的の点にの書事て
　て謂な支付権物に物利一有具’者は
．い手し払のの件関件益般利体担のぞ

　る形て拒場譲のす殿喪のな的保基の
・ と貸い絶合受附る滅失貸取内貸本権
　の付る証に等保特等約付決容付的利
　ζに゜書はに・約の款とめがま契関
　とよ　の’関保’場’異が定た約係

だがの右等作
徒漁指のに用
ら業導要解で
に経援件決益
双営助のの々
方を・充途近
が融両足を代
そ資者を求的
の難の目め金
』非の協指る融
を状，力しこ機
責態等てと関
めにがのとの

ら言取でのなる債　に場にご手ま基債にしきいので
強を引もでいか権強よ合応と形たつ権あ’印て返あ
制入の”場らが制っ’じが期はくのつこ紙の済る
執・れ段時挿合’一執て農”で日担権他てのが再も゜
行て階に入に根定行い林公き前保利には他証考短そ
にいによしは抵金認る漁正るの化行基’に書や期の
まる入りて公当額諾Q業・°資等使本手’に業で理
で゜っ認も正のの文
至して諾実証場給言
らかか約際書合付は
ず’しら款上にのを公
和”を益よよ目正
議こ抵附がつう的証
にれ当すなてにと書
止も権るいも極すの
ま大設こた債度る場
つ低定とめ務ま請合
ての証も行名た求に
い場書あな儀はで挿
る合にるわと限あ入

　゜’切がれな度るさ
ま登り’ならをこれ
た記替そいな定とる

　’料えれ゜いめをが
担のてはこ（る前’
保関認具の判に提こ

』付係諾体場例すとれ
きか文的合）ぎすは

金私証金にの債形金比況あ由
融署書入よ容権は銭べ調ると
公両貸手る易が証消て査こし
庫証付の’な存拠費低のとて
は書に可他こ在お貸廉可’は
公のお能のとすよ借で能期’
正いけな金’るびがあ性限手
証つるこ融人こ弁そる乃到形
書れ借と機的と済のこ至来期’

も用等関抗’確法と利毎間
農用証もま弁手保律が便には
林い書そたの形の的あが貸短
中るはのは切の手性げあ付期
央が’利コ断文段質らる条’
金’債点1　’言にでれこ件従
庫新務とル手性すあてと特つ
は漁者し市形・ぎるい’にて
私船のて場の抽ず手る貼金’
署建信考か再象’形゜付利融
証造用えら割性手貸しすに資
書の度るの引に形付かべつ，金
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下関における中小漁業金融事情

期て権の　　　る充えわし金そ地金難かは　す実の
的のは拡融　　゜当てち或融のかのなか一とる行場
融法そ大資　　漁し”い機場ら貸まる人ここは合
建離難第榛て繍籍酷製齢離嶽霧遍
は知定進保四険担にの求漁的或場発でる’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　余名常
　　　　　　　に保保滅権船担い合行あか手り儀一一不識にすの

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

船に複らあ於す危一債権て船的る合はのて
を際雑れ旨っけ　る険事権確保で担も’通安は
抵しさるてる
当て・°担担

的難出乍の保
物等費ら発証
との”達す理管一が
る由理般融
にかにに資
おら当抵分
い短つ当野

゜

を故の保険あ保の例常全金
免発回に金るをでえ長は融
れ生収万請こ徴あば期当機
るの困全求とする設の該関
こ際難を権はるか備し債に
とはを期に既のら資か務対
が保生し対述が’金も者す
行険ずてしし通債や債のる
な金るい質た常権船券信手
わを場る権゜で確舶発用形
れ弁合Qをそあ保建行如債
て済にす設し’るの造の何務
いに備な定て゜見資困に者

い対
のす
でる

’

執

こ行
のの
約必
款要
付な
きく
公’
正且
証つ
書担
を保
作権
成の，

籍船の　てよ船　者がい保る人て視果に提長にすて
証籍船（1）考つも一にそて証゜的余調は、お供期とれは
書港舶　察て船　つのはにし関り査一けし的り前そ
のをは登す担舶漁き主漁よか係重のにる得融漁述の
下管’記る保登船考流業るしを視煩保漁る資船の管
附轄商漁
をす法船
うるお
け海よ
る運び総
こ局船屯
とに舶数
に備法二
なえの十
つた規屯
て船定以
い舶に上
る原よま゜

簿りた
従に船は
つ登舶積
て録登石’

を記数
中な簿二
小しに百
漁船登石
業舶記以
者国し上

゜設記担察を信以’前さわ証船価のは点理
定の保をな用外担提れし人の値み最に・
に有　加し基方保とるさの役のな大つ処
つ無　えて金法にすこか資割最らのい分
き’漁るい協が供るとら産は大ず資ての
取更業のる会なすたな’状極な’産異法
扱に融で訳のいべめく保態める相でな律
いは資あで保゜きそ’証にて担当ある的
を製にるあ証か物の且はか大保多り所乃　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、異造お
に中け
すかる
る否担
のか保，
で　’の

’

そ目
以れ的
下ぞ物
場れと
合のし
を場て
分合の
けに漁

るにくの利つ金かで物額　は至゜

併て少用保融つあ件の設な事
よせ’な範証機てるで短備い実．
つて近い囲が関お゜あ期資゜上
て漁来中が保のりまる的金他の’

船’小限証債’た゜融や方困
本を中漁定人権そ’従資漁’難
稿担小業さ・確の保つを船多さ
は保漁者れ被保資証て受建くが
以と業にる保の産の’け造の加
下す融対嫌証手状担漁る資中わ
こる資しい人段態保業た金小り
の場にてが間との的融め等漁こ
両合おはあのし監効資にの業そ
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下関における中小漁業金融事情

、る約金は約当約での　ん者離題い録が行すい登述の・
か款銭根証権とあみ担でたさと限に商為るう記す所
らは消抵書設同る行保抵るれなり記法にとよする有’

一費当な定一゜な設当金たる当載は別きうべよす
書船貸権ど金の設わ定権融属の然さ船段はなきうる
式舶借設の銭証定れは設機具は抵れ舶の民間でな漁
の建契定書消書契る抵定関の抵当たの定法題な補船
表造約契式費に約゜当をのぞ当権も属めのはい助も
題資証約を貸よは商権行監れ権のの具な不生船船沿，
は金書の用借つ抵法設な視で設効はにい動じ舶を岸
そ　に方い契て当は定つはあ定力船つ限産ての除漁
う　よ法て約な権登契ておる後が舶いり抵い登い業
で　つにい証さに記約いよがのおのて抵当な記てま
あ円てよる書れよ船まるび’属よ従特当権い或はた
つ也いつ゜まるつ舶たの得実具ぶ物に権に゜い殆は
てをるて銀たのてのはでな際のとと規の関ごはん零
も限゜い行はが担質根さい上増し推定効すれ海ど細
そ度そるで根普保権抵しし属加て定を力るら運こ漁
のとのがは抵通さ設当て’具分いし置は規登局の業「
契し場’船当でれ定権問まののる’い船定記の適に
約云合書舶権あるを設題た処取゜特て舶が済積用従
の々’ 式建設つ債認定に担分扱通約’の準の量が事
法一当は造定て権め契さ保にい常で船従用船測あす
律と該抵資債’にな約れ余まと’除舶物さ舶定るる
的な契当金務通関いにて力で設属外のにれをのの漁
性つ約権の極常すがよいを抵定具さ属お’担誤で船
質て書設場度はる故つな見当後でれ具よ設保りあや
はいの定合契抵契にてい込権分間な目ぶ定ととる後
　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 らQ

い方多運の定た契たは書さと出付る　めた造味際根
て式く転累でだ約そ根にれをの契こ次はめにす被抵
のに賄資計き’での抵はる考み約とに通につる担当
みよわ金額な分あ間当限こえなの’船常はきも保設
認つれのをい割るに権度とるら担抵舶元妥元の債完
めてて場設等貸かおは取もとず保当建本当本と権限
らいい合定資出らけ実引不き実を権造極でと解の度
れるるはす金の’る行の可’行徴設資度は利さ限契
て゜の手る計実実内限期な船期す定金でな息れ度約
い極で形限画行質入度限し舶をるははあく・る額で
た度’貸度にに的相額のと建定と多融るS・延゜・はあ
が額漁付契不方に当を定思造めきく資か且滞蓋右る’

ま船・約確りは額担めわ資てに設当らつ利しのと
現たを商の定’抵の保がれ金分行備初でま息’約云
在は抵業方要貸当反すあるの割な資かあたを右款う
は限当手式素出権復るるの融貸わ金らる銀合ののこ
増度物形にが時設貸抵ので資出れ・金゜行算文文と
加額件割よあ期定出当であはに’長額
ものと引るるや契は権’る抵つそ期確
可変し・もの各約行にそ゜当いの運定
能更乍当ので回とな変のす権て貸転し
ではら座と’の異わる期な設も出資長
あ従も貸考・貸貸ななの限わ定認実金期
る来極越え出出るいで郵ちにめ行等的
゜減度等ら予額所のあ来’よら，は長融
そ少契にれ定等はがりのこつれ一期資
のに約よる金がな限’とのてる括的で
方つのり゜額確い度まき証な・こ貸貸あ
　　　　N　　　　　　　O

取し言言が
引たはかで
に債被らき
あ権担はる
つ総保元゜・
て額債本そ・
はを権限し
極意が度て
度味船額’
のす舶をこ
定る建意の
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下関における中小漁業金融事情

るせき機合めて事従催のが異設船保　諾らと記に法
権’は能”行由つ告事法な定の物抵のれに月よは
利且’しそ差きとてを由定らに漁件当ある因日る極
をつ債ての押届な’ま発事な関船た権つのるがが度
特ま務い差はいる担た生由いす保るおたでの本’設
約た者な押殆た訳保ずの（°る険漁よこあで登最・定
に増のい’ん監で目し認民そ特乃船びとるあ記近の
よ担責と仮ど視あ的て定法し約至」の根をがるをは場
つ保に云差不はる物当権第てが海譲抵登’Q基前合
てま基い押可でがた然が一’な上渡当記後も準者’
例たつ得に能き’るに金三一さ保お権の順つとの極
外はくるつでず実漁期融七般れ険よの要位とさ方度
な代と゜きあ’際船隈機条のるへび設件者もれ法額
くり否し特るまにのの関）場このこ定との’るにの
留担とか約゜たは差利側よ合と附れにすいここよ増
保保をし条か専漁押益にりとは保にあるなれとつ額
しも問乍項く門船おを確も同’お対たこいはとてま
てしわらがて家がよ失保拡様他よすりとと根実いた
いくず’設’も随びなさ大’のびる’はき抵行るは
るは’抵け漁お時仮うれさ期一保権期当’当経由新
の債期当て船ら移差とてれ限般険利限然ま権費でた
で務限権あをず動押すいてのの金設のでた設をあな’

弁ののる担手すのるてお利融請定利あは定輕る極
差済利侵が保薄る申も’　　　　　　　　　　　り益姿求の益るその減゜度
押を益害実とでの請の且’喪の権制喪゜の場しそ額
申請をあ際すあにもでつま失場の限失　者合得れの
請求失るにるる対当あそた事合質”　 のにるは設
をすわとは場たし該るのぞ由と権漁担　承限こ登定
　　　　　　　　　o

れ証当る登　　賄漁のあが由証され　め行殆い　喪
勝書権費記抵保え船除る認た書れるなてがんて強失
ちを設用す当険るの外がめるにも一おい指どは制事
で公定のる権委と欄は李る「はし船’る示行前執由
あ正登点のま付い坐銀ラL本何く舶期のしな述行と
る証記かがたにうま行イこ契等はが限がてわし認し
が書のら正は関事たのンと約定行沈の実’れた諾な’

と登行常根す情は申ににのめ方没利情すず゜約く
抵す録なで抵るに一小関該履が不・益でな’た款と
当る税わあ当条も部漁連当行な明損喪あわ価だをも
権こはれる権項よ損業しすをさと傷失るち格”殆
まと船てがのはる失融てるなれな・事
たも舶い’設なとの資頻訳すてつ坐由
はそ価な実定い考場政発でUなた礁に、

、根の格い際は
抵手の場に第
当数千合は三
権等分も登者
がののあ録に
国理六る税対
税由・　°そ抗
等か五因のす
のらでみ他る
公一あにごた
租般る’れめ
公に゜船にご
課厭契舶関れ
にわ約抵すを

゜え合策し特といと。関
らをにたに能゜き膠し
れ除基事定はもL砂船
るきつ項めざっにし舶

　゜大くでなるとつま抵
　低もあくにもいた当
　保のりと至こてはの
　険と’もるれは捕場
　金推喪事とは’獲合
　で測失足甲他銀・通
　融さ事り＿の行掌常
　資れ由る銀喪の捕約
　分るかの行失契抑定
　ががらで）事約留さ

’

や漁抵ん
条損船当ど
件害＿権支
付金不設障
き＿登定な
で延記のい
漁滞漁場も
船利船合の
を息も定の
債）含めよ
務のめるう
者処てがで
に理）’あ
売にのこる
却つ競れ゜
せき売に
し銀はつ

123　（341）



下関における中小漁業金融事情

の積な担船に現か業は転端に定れ前商
漁石ら保のあ在し種金す舟登以る述法
船数なとみつで’で融るそ記外かのに
で五いしでてはこ不機船のさのらよ定
は十゜てあも右れ登関も他れ方’うめ
発石こ設る’漁も簿の含櫓て法そにら
動以の定゜運業最船融ま権なにれ総・れ
機上他す　搬の近を資れのいよに屯た

　　　　あすな網な細主略うに石権　前等の正公優の総担
釜離満鍵肇し肇謹で讐護（2）燧糧馨書
数五方等ででのに融にてらこる百定不た約物と書る
　　　　’あ数限資属櫓れの’に石し登゜内件す作場ま屯法漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　容のる成合た以に船漁るもら対し擢る船は以得簿
は上よを業゜減れ象’を）舶抵上る漁　の変例日の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更はが基績まら融者運少ると実以に登当に漁船
石たね資の搬し゜な際ては記権限船　　更の多代準
数はばの自船’しるに運’簿設らは　　は廼V）りと

ののにる
備漁’に
付船右は
あおの質
るよ不権
もび登ま
のぞ簿た
まれ船は
た以の譲
は下中渡

業電は所担るみ漁ら該数船
者探附有保がを船ね当二舶
の船属すの’以（ばし十登
そ・船る対こて通なな屯記
れ運のの象れ運常らい以に
は搬大はに等転不な漁上基
登船型巾さはし登い船まつ
記等化着れ沿ま簿゜をたき
船をに旋て岸た船と担は抵
で残伴きい零はとこ保積当

概　　得し
ね債漁るて
登権船こ設
記額のと定
さま屯に登
れた数な記
るはのつが゜

極変て必
極度更い要
度額・るで
等。設（あ
変弁備判り
更済の例’
に時追）登
つ期加の記
い・変で期
て利更’日
は率等公に

た設当者言制動る記　につ抵そ現非のきあに小動長
とけ制にす執産とととそて当れ在営貸るる附漁産さ
いら度委れ行た共異この担権以自利付者が随業抵七’

れはねばのるになろ旨保を外主的をも’す者当メ
こた中て漁場漁登っでのさ取の的相行法そる’が1
のも小い船合船記て’附れ得金融互う律の業す認ト
　　　　　　　　’こ記るで融資組漁に他務なめル抵の漁るににの後
当で業訳設お譲に悪の登債き機を織業よにをわら以
権は者で定け渡お意抵記権る関行の協つは営ちれ上
のあのあさる・けの当をに法はな金同て漁む’ての
効る経るれ漁担る第権す対人直つ融組一業漁水いも
力が営゜た船保第三設るすに接て機合定協業産るの
を’の’こ抵所設三者定こる融こい関・せ同者動゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
民抵たの当有定者に登と質資のなに漁ら組で物こつ
法当めよ権者おの対記は権を抵い限業れ合’ののい
第権のうのによ即しのでのし当こら協る等殆採抵て
三者特な安告び時て公き設た権とれ同゜にん捕当は
百（殊人全知こ取は示る定場をはて組す限ども権’
三融な的確義れ得登力゜お合取既い合ならのしを農
十資金信実務にを記は　よに得述る連われ沿く設業
条側融頼のを対認な一
の）とを保課すめく般
第にい基障しるるとの
一 とう盤をて第一・も抵
順つ趣と漁い三方対当
位て旨す船る者’抗権
のはかる所゜の目しの
先’ら抵有換強的得登

び　でし＿合ちる岸は定動
抵こきた漁、会’°漁養し産
当のな）業・組こ業殖得信
権抵い゜’協漁合れ者そる用
設当が従同業員をがの者法
定権’つ組組に取そ他はに
登にこて合合資得れこ＼よ
記よの’は等金ででれ中る
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下関における中小漁業金融事情

譲堤を担渡けのに船はた
渡債移保をて対換を利り
担権転にう”抗価換用得
保をしはけ債力し価上ず
と基債周．る権が得しの
称礎権知譲者弱な弁不動
すとをの渡がいい済便産
るし残如担担ととにが抵
） てさく保保いい充あ当
とそな’の目うう当るの’
がのい所方的欠不す゜特、

担型謂法た・陥利るさ殊　わな使漁　前要業討者慮的

つ殆関るあえ保法際　　　　　　　　　　力
きん庵漁る得化の的まや
質どそ業゜なの実効典即

’

権行れ者
設なのは
定わ保引
がれ管渡
行て乃し
ない至た

か要績果　時
つ否さあ抵取
た乃らり当得
が至にや権等’

そはは設を
従の漁検定考

らを゜料　とさと発が約訳　に分鎖の険能免かつ）

保し保他漁行場契なわるる簿わすと化求と言故目的
　　　　　　　　　　　゜船つるやの権安をに的物権て債担船取合約いれ増
者優権保の引’書のて減　のて問登傾の全契よ物を
　　　　　　　　　　　　場い題記向質を約るの返が先に物修上融中でい変
　　　　　　　　　　　　合る’料に権図書損不還任弁つ件理都資にある動
意済き利・合金挿る゜す　はたさお伴設つに失可し
　　　　　　　　　　　　譲めらよな定て入の抗てにを遅用保がに入が譲る
売う滞に存悪対し’渡不　渡’にびう等いれ負力そ
却けを要’いすて銀担特　担現は固所のるる担にの
　　　　　　　　　　　　保在船定有方がこはよ代しる生す固のるあ行保定

のじる定で利る融のの　にで価資権法さと一る金あ
　　　　’息゜資場も被よは減産のもらに切消返るでた費資
あ場用産使を担這合の担つ殆少税二併によ受滅済＿2
　　　　　　　　’で保てん等の重用担り信はを訂る合は税用賃保商
が’担そ貸貸漁事原あ債担どの賦移し保金者壕求者

’

譲保の借料船質則り権保行幾課転ての融に信めの
こ渡設他ののをなと’の設な多なとい目機負者る場
照薯簸毒饗鴇齢碧恥野霧朧霜量食
競権の課にで提と流根はなななに登しのはる失を環
鶉是弊灘鵠糧獣し廷孟靴矯壽認薯
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下関における中小漁業金融事情

　つそかと轄要わ定行等いは　つっ譲てろでるたて
代てのらき登しれはなには可（3）いて渡なうあた後そ
船か理でに記’る’わ比代能　てい担いこるあもの
担ら由あは所船のこれべりで建はる保とと゜’売代
保設でる特と舶でのてて担あ造売とがいはこ極却金
の定あ゜別建完あ種い手保る中渡云所う’れ力精を
場さるそ登造成る船な続を゜の担う謂前担は弁算債
合れ゜れ記中時が舶い的徴し漁保こ弱述保手済前権
はる従と簿のに’に゜にしか船にときし漁続すに額
新
船
峻
功
と

同

時
に

新
船

‘

に

担
保
振
替
を

行
な

つ

つとの船はこ保す面或し　つが譲た船そる弁に
ても騰舶所の存な倒い乍　きで渡事ののよ済充’

に本に有登登わなはら漁述き担情強他うす当
抵登添対権記記ち建代’船べる保か制に担れす
当記附すの申の’造船発でた゜＿ら執煩保ばる
権料をる保請制建中担註建と担判も行わ提担゜
はそ必抵存に度造の保者造こ保例窺にさ供保し
新の要当登はが中船をた中ろ漁のわ基れ者漁か
船他と権記造なの舶設るのと船所れつるに船し
建のす登を船い船に定船も同の謂るくこすは’
　　　　’者た舶対さ主の一危外訳換とす返実造出る記
後費等のまのめにすせのもで険部で価をめ還際
保を各そた証特対るた信亦あ負的あ処避てすに
存要種れ当明別す抵り用抵る担移る分けいるは
登す手と該書登る当す度当゜乃転がのるるこ遅
記る続が登の記抵権るに権　至）’行たとと滞
をこが異記添が当設゜よの　免型結なめのがに
行と要なの附行権定こり設　責に局わでこで陥
なもるる管をな設はれ或定　によ’れあときつ

　　　　　　　　に重設が　央なて系りをなぞ額が資る建定はの査
をこ造に調出定さと要定直（4）金りい統担代くし手’
うと費際査来さてつです接　庫組る融保り念て続こ
　　　　　　　’てある問漁の合゜資を担書担にのけにがしし不れ
るつ原てた出る漁直るに題船場員まの徴保の保よ際
　　　　　　゜船接゜おとの・合がた場せに形振り代場い料はこ来
　　’造と或このに従いな価昭漁’合ず徴で替新船合て
右は殊船もいの船もつてる格和船代こ新しなの船担
の既に所併は際価間てもの　三を船れ船てさ特分保
　　　　　　　　　’船で　十共担が峻いれ約をが事に鋼のせ機当は接
情述材仕て関該水に漁舶あ漁一・通保公功るてに極根
をべが様考の漁産も業のる船年担を正時゜いつ度抵
利た高書慮状船庁重融価がをに保設証に場るい額当
用所価見さ態のの要資格’担こに定書抵合゜て空〉権
しでの積れ等状漁なに如ま保の提すま当に新はり設
てあた書るに態船意お何たと方供るた権よ船公減定’

るめ等゜つ鑑保味いが漁す法し場は設つが正じに
船゜標に漁き定険をて保船るはて合私定て不証新よ
価農準よ船同もの有船険保場廃いも署をは登書たつ
高林船り保業行標し価金険合止る’証約全簿ににて
に漁価判険者な準ての額金’さ゜組書す然船よ担い
し業よ・定組かわ船い決を請当れた合にる代のる保る
て金りす合られ価る定定求然ただがよこ船場こをと
　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　 0

自融もるに聴’表
己金割がお取当を
資庫高’けし該基
金のと漁るま漁準
の融な船査た船に

はめ権漁
両るに船
当に質の
事つ権価
者きを格

し被りと若合と設き’

融行もしはは定は
農資なあく不殆す極
林者わるは動んる度
中とれ゜代産ど゜減
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下関における中小漁業金融事情

少発収船　加れ装持さ担るて特なて普　れ与附課比
に生のの㈲担も・され保のい別いあ通船はえ保に率
伴の不沈　保新方れる漁でるな゜る’価船るの設の
な場能没漁の増向ての船’°減まの漁の価利段け増
う合乃・船提設探いがの理も価たで船減の益階ら大
危は至火保供の知る通価論つは”の少要はでれを
険保困災険が設器訳常格的と’船漁耐に素水是て図
を険難・に行備装でで減にも分体船用伴に揚正いる
免金と坐よなに備ああ少は’損等の年な入実さる傾
れをな礁るわつ等るるの特漁まの通数いっ績れ評向
得債る・担れき設゜か場別船た殿常を漁てやて価が
る権場破保る増備まら合減には損の見船い業い委あ
この合損融に担のた’追価つ全・減合のな者る員る
と弁にそ資す保新’そ加はい損減価つ担い間よにが
は済そののぎの増漁れ担あて担耗にて保
既にな他保な特設船に保りも保。つ掛価
に充えの全い約に価よを得船の変い目値
述当漁事　

゜

が伴格つ徴な舶保質てをは
べし船由
た’をに担゜

融附よ保
譲資保つの
渡者して目
担は’融的
保は保資物
の担険金た
場保事のる
合減故回漁、

あなにてすい安険等は五減
れうつ漁るし全金の特十少
ば増い船増’法に事別％す
そ価ての担むによ由の乃る
れがは担保しよつに措至訳
にあ’保のろるてよ置六で
従る機価特実検填るは十あ
つが関値約際査補漁と％る
て’のはがにがさ船らにが
追そ換維なはあれのれし’

のうよ
評でり船
判あ審価
等る査割
か゜さ高
ら当れの
判該る場
定漁た合
さ船めは
れが’水
る漁漁産
が業船庁’

者保漁
こに険船

にのに以約険　害なと合るくうに小し者る求漁事漁
．まはお下を組とはわも沈と’で対漁め．と゜権船者船
たトいのす合こ増れ多没い換’す業保なしののとの
保ロて鉄るのろ大るい・う言保る融険るか上所な所
険1の鋼の行でのここ衡観す険損資料こしに有り有
金ルみ船はな’傾とと突がれ契害にをと’質者得権
額漁担お現う船向”・あば約保あ被な譲権たる、は
に業保よ在相舶に更後坐る漁者険つ融く渡をるの債
つおすぴ総互保あに述礁゜船＿のて資’担設被で権
いよる木屯保険つはす等こ保被保は者債保定融右者
てびこ造数険にた国るのれ険融険いに権のし資・のに
も以と船百とはこ際相危はあ資金づ負者場て者目帰
条西とに屯が保と的互険蓋る者にれ担を合優に的属
’件機しつ以あ険等事保のしが）　　　　　　　　　　　　　　よのせ被に先漁はす
が船てい上る会に情険他’故にり業し保あ弁船達る
つ底いての゜社基もの船担に保保種め険つ済をせの
け曳るは鉄保のづ加場体保融険全にて者てを附らで
ら網の全鋼険行くわ合お価資金さついともう保れ債
れ漁で損優会なとつによ値側がれいるす’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けせる権
て業’お秀社う思てはぴあは渡ててのる債るしが者
いのこよ船が営わ業政設り安るいもが保権方め’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自
る一れびに特利れ務府備とじこる担通険者法’抵ら
の部を救限担保る危のを難てとの保常契自をそ当保
でで利助ら分険゜険再殿も融はが融で約らとの権険’

あ用費れ損と　と保損漁資殆実資あを保る保の契
中りでの’担漁　船険す船しん情はる締険の険場約
小’き範百保船　舶がるのてどの漁゜結契で金合の
漁更る囲屯契保　損行こ場いなよ船中せ約あ請は当
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下関における中小漁業金融事情

普填いと下　分組償保らたに的漁だ業後満て漁　に
通補゜しで保損合法険漁る主と業いま者の行船相お
海すまてあ険（のに組獲船たすにLたは漁わ保互い
上るた水る金修墳定合物種るる従延は’船れ険保て
保特’産が額繕補めのまは根゜事縄機東でて組険は
険殊特庁’は費責ら加た山拠島す漁船径あい合は営
の保約長金普の任れ入は口地根る業底百るると’利
保険あ官融通みはた脱そ県を県総「曳三が゜業漁保
険はるのの損）全指退のの有に屯さ網十’前態船険
金’場特必害お損定は製場す住数ば漁度後者組損は
麓倉騰齢・鑓羅倉纏享議踊覆食欝

険や捕すの険賠・に’船従にの十まの操とと遠つい
金保まる金価償救は一・舶事な所屯た漁業なす洋きと
額険たが額額金助強定にすつ有以は業区ちる漁’云
と会は’をのを費制の限るて漁上「経域なの船地う
な社抑そ超八そで加場ら船い船のか営といは保域こ
しの留のえ割の’入合れ舶るの漁つ者すも総険組と
得引に事るで範特さ（てと゜場船おのるの屯組合が
る受よ例場三囲約せ漁い専保合を・営トに数合たで゜

けるは合千内あら船るら険は保まむロ限一とるき
こて損余は万とるれ損゜漁の山険ぐrlら千に山る
のい害り例円す場る害漁場目口のろれルれ屯よ口゜
保るをな外以る合゜補船か的県目Lん漁る未つ県　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　註なが
つ要だ
て求捕
いさ保
るれ険

゜

ては
こい日
のた中
よが漁
う’業
な現協
業在定
務は締
危出結
険漁前
の漁は
回場全
避に部
はよの
保つ被
険て融
に要資
よ求者
る度に
場が附
合異保

強文機の機定地債営を　のえ保あくもき険
制言関支関保の務利設相資も険つ’加い期
さはの店と険と者保定互金最料てま入国間
れ’「のし会きか険す保難低率’た率際は
て被認所て社はら会る険を限の加日が的四
い融諾在はに特依社こ・一如度高入中高事力
る資しす漁附定頼をと営実でい者漁か情月
に者たる業保保の実に利に利こは業っのの
等にるも関す険あ質つ保裏用と減協た下短
しと保の係る会つ的い険書すに少定がに期
いっ険を保よ社たにていしる基し締’出で゜

て会便険うとと指はつてこづて結保漁あ
　は社宜の指のき定既れいとくい後険する
　当Lと取導契にしにのるにもる危期るこ

　険うこのい結定るたもうすは゜緩一等右
　会金と多るをしよが保こるあ保和層かの
　社．銭はいと希’う’険と現る険さのら保
　と消当会の望までこ金が象が期れ短’険
　の費然社こすたあの請では’間た期他事
　契貸で’とる保る場求き’相のこ化の故
　約借あ特で他険゜合権よ中互短とへ周発
　締契るにあ’会銀普にう小保縮等の年生
　　　　　　　　　　　o結約が下る一社行通対

を証’関゜般が側銀し
半書金に金に遠で行質
ばの融そ融特隔はは権

漁険のの要保の
業制要事望険虞
経度望情もよの
営ざはも強り大
　　、
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下関における中小漁業金融事情

債なた書見該にとす示あ資が機あ態方る担
務わ場をを金対異れしるの山関るが法が保二
保ち合信付融すなば（か条口がた考は’等
証’は用し機るら成実ら件県必めえ同物と漁
書借そ基た関債な立際’等漁要前ら業的共業
を主れ金債は務いす上保に業と述れの担に信
金にを協務協保゜るは証つ信さしる’協保弁用
融つ審会保会証すの多人い用れた゜同に済基
機き査に証保委なでくがて基’よし組比確金
関実し送協証託わあ証相は金山うか合し保協
に地’付議に書ちる書手既協口なしの保と会’

に必す書よを’がま方に会県漁’保証いの
債調要るをり借借’たた述でで業こ証のう保
務査あの添貸入主信はるべあ．は金れ・設点証
保しりでえ付申は用手金たっ昭融等信定で
証’とあてけ込借基形融゜た和のは用手は
承保認る右よし入金を機保゜二特主保続同保
諾証め゜のうた申協提関証そ十質た証は一証
書承た協委と金込会出にはの八にる協簡のは
を諾と会託す融ののす対諾目年適対会単機質
保をきは書る機際保るし成的’七合象ので能権
証決保前おと関に証）保無・月しが保あを・
委定証記よきに信も相証方業設た中証り果担
託し委書びそ提用亦手の式務定専小等’す当
者た託類借の出基右方意の」さ門企色そも権
にと者を入調し金のが志契保れ的業々のの・
そき’受申査’協こ受を約証た保等の利で譲
れにすけ込意当会と領表で融の証で形用あ渡

方の
法他
に’
よ水
る揚
こ高
とを
が弁
多済
い分
゜或

　い
　は
　董
　鉱
　預
　金
　と
　し
　て
　歩
　積
　み
　に
　す
　る

　　　　　　　ノ人入の　なつ式証権なはいので　こ被らられ用約ぞ
を’　　予次くきを契をい債と日’保と融疎れる基はれ
常水約に保第と約放こ権きか代証は資外てこ金右交
に産’保証三つは棄と取’ら位債’者さいと協の付
要物連証債回て行しに立金六弁務彼にれるは会証す
求販帯引務まいなてなに額月済のをと乃こ殆の書る
す売保受はでるわいつ充機をは範しっ至とん調交の
る代証に存保゜ずるて分関経主囲ててはをど査付で
が金人当在証手’かい努のてたは保’脱意なにのあ・’

の’っすす形まにる力請なる借証い落味い先とる
漁積担てるる貸たつ゜し求お債入融づしすと行一き゜
業立保信とか付’い信たにそ務金資れてるいし成従
協等物用解のの貸て用後よの者・をの基゜う且立つ
同を件基さよ場付は基でり債が利躊融金従こつすて
組条の金れう合は明金な履務弁息躇資協つとそるS’
合件附協るで’手ら協け行の済おさの会てはのと保
おと保会゜あ保形か会れさ全期よせ窓の”結解証
　　　　　る証貸でがばれ部限びる口保銀金果さ契よすおは
びるよ’　が書付な催保るまま延懸も証行融がれ約
　　　　　’のおい告証゜たた滞念実融の機協るな漁゜び担　・
業実保保　書書よ゜お履たはは利が質資通関会゜ら
生際険の　　　　　類式び協よ行だ一・期息な的に常のに保び
産に金提　　　　　のは証会びのし部限をいに頼の意お証に
組は受供　回書書保検請’をの加で同ろ担見い協保
　　　　　数替貸証索求金履利えは一う保がて議証合連領ま
の帯権た　に手付はのが融行益たなでと融受変書引
場保のは　関形の根抗で機し喪金いあす資入更が受
　　　　　係に方保弁き関な失額゜るるかれさ信契合証質そ
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下関における中小漁業金融事情

己見る分金て百べ
資逃゜確融は分た
金せこ認機’のよ
でなれさ関被八う
賄いもれの保十に
い゜亦な通証・運
三設中け常人百転
割備小れのが分資
は資漁ぱ貸自の金

金業信付己六・　にのて金力用しすご合被は債三は
のに用そ資十設さ果妥い協の基てるのに融明務名当
場と基の金と備らし当る会確金弁こ保信資らに以該
合つ金他まな資にてでがの実協済と証用者かつ上組’

て協のたつ金’いな’保な会のあ人基のでいの合
被大会方はてに保ない償証もが責るは金（はて連の
保きは法当いつ証いこ還はの必にべ信協協なも帯全
証な保に該てきの憾と請担が要任き用会会い亦保役
人負証よ保’そ金み等求保要とずま基に以が連証員
は担しり証所れ額がとの力求認るた金対外肯帯をの
残にな調に要そのあ相相のさめもは協しの定保要’
額ない達よ資れ最る侯当乏れたの取会求）に証求法
のつこでり金そ高’つ厳して場と得が償他解人し人
約てとき貸のの限とてしいい合さし被権のすとての
一 いにる付残所度考’い中る担れた保を保るない場
割るなごを額要がえ実こ小よ保て求証行証゜るる合
位こっと行に資既ら際と漁うをい償人使人蓋の゜は
はとてがなつ金にれにや業で提る権（しはしかこ役
自はい充ういの述るは前者あ供かに被な保’はの員
　　　　　　　　o そ述のるさらつ融い証債債連全

のし救゜せでき資も債務務帯員
救た済従てあ被者の務保保保の
済よをついる保）とを証証証’
機う目てる゜証にさ弁委書人個
能な的’がま人対れ済託のは人
を保と信’たとしてし約み主の
充証は用担’連取おた款かた場
分料し基保信帯得り場にらる合

金努あなつき至
融力るらてた融下
ににとびきの資関
限欠共にでで制に
らくにそいあ度お
ずる’のるるのけむ’

と中運とが運る
金こ小用認’用中す
融ろ漁にめ結・小

中に険のはき得でき達る払同
小類的よす点るあさの゜い一
企似機うべのもるに方しの金
業の能なて一の゜逆便か方融
融もを人中つでこ比のし式機
資の生的小ではれ例閉’に関
のはか色漁あながしざ金よか
保中し彩業るい解てさ融つら
全小たが融゜に決これ機ての

乃つもてるに果金
至て水幾も云し融
制は産多のうてに
度な業改のないつ
はらの善’らるい
産な不乃なば機て
業い安至お金能一

・ と定検中融等般
経考性討小事に的
済えをを漁情つ状

・ る卿加業はき況
社゜つえ金逐考・
会本のる融年察融
等来みべ制良を資
諸’でき度好加体
政漁経点自とえ制
策業営が体なて乃

つ信制’証’もに証るらを或
て用度専保信’保制中の受は
い保のら険用保証度小信け他
る険形貸に基証限の漁用るの゜

法に倒附金融度利業の等銀
　がなれ保協資の用者薄種行
　昭つ保さ会に拡がは弱々そ
　和て証れの関大で’な調の
　二い倒る行しのき保’達他
　十るれのな大みな証従のの
　五P損でういにい融つ方金　年因失’保によ実資て法融　　’““
　制みに一証検つ情の’を機
　定に対般に討てに必か講関
　さ’すのつさはあ要かじか
　れこる保いるなるのるてら
　てれ保証てべしの大調い釣
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高情会漁が業性でえ解救る制ぎし府　　　　　　　　　　　　　　　　　別用が意は的
いがの業’許のあるさ済゜度なて金近的の窺図な見
こ漁設手中可原るにれと中もいい融代に実わはい地
と業立形小権則がはるい小右゜る機的既際れ是がか
（融の現漁のに’限のう漁の一点関金にをる認’ら
他資遅金業帰余保度で公業原般は，た融触考のせ中定
のの延化を属り証があ共に則の同／る機れ察でb小φ
分途等のし乃に融ある性対に融じと関たすあれ漁り
　　　　　　　　　゜をす適資でを’所るる’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業れ野をに制て至も資り
の狭よ限資各忠制’一主るす”問就でと゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのる
そめり等金業実度ま般眼保るすそわ中あ欠しの金も’
れた同の需種にがた的と証構なのず’　　　　　　　　　　　　　　　　　る陥か施融の
にの協水要の奉中無融す融造わ収’普゜がし策難で
比で会産を競仕小理資る資をち益安通　見乍たをあ
しはの行必合し漁でに融はな　性全銀
均あ基政要にて業も関資右し金公性行
衡つ金の似関いのあす制の且銭共確た
をた過欠上しる金るる度原つ貸性実る
得゜少陥にて嫌融こ諸と則機借の性と
てしをや逼のい難と制し’能に要を系
いか生山迫行がのは度て就し関請融統
てしぜ口せ政あ救既が誕中てずに資金
も’し県し指る済に右生’いる差の融
中保め信め導゜よ考のし中る諸が基機
小証た用’の尤り察要た小も々あ本関
漁料等基或不ももし請も漁ののる原乃
業率の金い行’安たにの業で法に則至
のの事協は届漁全所応とのあ的すと政

出らる救り
さ’諸済’
れそ種せ本
るののん稿゜

制制との
ぞ度度す介
れのもる入
等細改政す
に部良府べ
つをとのき
い検進方と
て討歩針こ
はしの乃ろ
個運跡至で

関をあく
係期る’以
者レ゜ま上
のてこたで
方いれ考本
庭構窪藻
謝最不独終
意後備断る
をににやが
表本つ誤・

　供叱い
　等正る調
　にのこ査
　つ機との
　き会を不
　御を虞行
　協得れ届
　力そるの
　頂のも点
　い補のも
　た正で多
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るるに他てとくる行そ査　帯組非引額特
゜よ’人漁を且゜すののさ保合難当の殊
　う借の業困つ他る監疎ら証がをと調な
　な金不経難連方よ督漏にをあ免し達事
　態の漁営に帯’うの乃’原りれ¶ての情
　度穴をのし協申な不至こ則’難要確を
　を埋喜不て同小現行幽不のとそい求実見
　改めぶ安い精漁象届徹制すれもす性逃
　めによ定る神業がが底度る等のるをし
　’狂う性こに者起こがの点はでた求て
　近奔なをと欠につれ借実等融あめめは
　代し漁徒はけつてを金際別資る融’い
　的て民ら見ていい慢の的途をQ資物ま
　経資意に逃いてる性穴運方受ま手的い
　営金識卿がるも等化う用策けた続担か
　へのはちせ、た近’しめ面を得’が保〉
　の放払’なめ代再て等に考な信複やや
　努慢拭経い’的検漁資お慮い用雑確’
　力なさ営゜組合討業金いす実基に実所
　が転・れの水合理せ融のてべ情金なな要
　要用ね計揚が的ら資使もきに協る保資
　望でば算の融経る本途’もあ会こ証金
　さ一なの浮資営べ来の例のるのと人に
　れ時ら明動を意きの転えとこ取等をつ
　るをな示性う識も目用ば思と扱は求き
　の糊いをにけにの的を貸わやわ前償保
　で塗と嫌甘る乏がに生付れ’な述権証
　あす共いえこしあ逆じ審る連いのの残　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　o
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